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図５ 造形した固定部品       図６ デルタ型3Dプリンタに装着した結果 
 
 また，デルタ型の3Dプリンタも，組立が必要なものを準備して作製している．その作
製で苦労した点は，アルミレール中に配線を挿入する作業であった．配線を通す穴が小
さく一向に入らなかったため，束ねられた配線を分散させることにより問題を解決させ
た．また，付属していたデルタ型の3Dプリンタの説明書の説明がかなり簡略化されてお
り，基盤と配線をどのようにつなげるか分からなくなる問題が発生した．この点は，研
究支援を受けている大学院生のアドバイスにより解決し，最終的に完成させることがで
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きた． 
 
3.文字書きの実行 
 絵や文字を書くためのデータは，印刷用のデータのGコードを編集し，不要な箇所
を除くことで作成した．そのデータと完成した3Dプリンタで文字を書いた結果，Gコー
ドの編集により文字の一画と一画の間に存在するGコードを削除したことで途切れるは
ずの箇所でも，3Dプリンタで書かせた文字や絵は繋がってしまう事が分かった．その例
として簡単な絵を書いた結果をその結果を図７に示す． 
このときの3Dプリンタの動きは，一画と一画の間を早送りした状態となっていた．し
たがって，一画ずつペン先を紙から離す動作，すなわち Gコードの編集により文字を書
く際のペンの引き上げ動作となるz方向へ移動を追加することで，この問題は解決でき
ると考える．また，ペンと紙の位置をしっかりと調整できていないとペンと紙の接触が
不十分となるため，文字をかける位置に調整することが難しかった． 
結果として，文字を書く段階に進むことができなかったが，一筆描きの絵のようなプ
ログラムされたイラストは紙に描くことが可能とわかった．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図７ 3Dプリンタで書いた簡単な絵 
  
4.まとめ 
 私たちが行った学生自主研究では目標である「文字を書く」までは至らなかったが，
絵を書くということは達成できた．また，実際に3Dプリンタを組み立て，それを用いる
ことによって3Dプリンタのプログラムについての知識を得ることができ，機構について
理解することができた．この経験を今後の大学生活に生かしていきたいと思った． 
 
